


















































１　評価対象施設

２　利用状況（目標と実績）

ａ
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３　指定管理業務にかかる収支状況

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

% % %

% % %

% % %

令和３年度　指定管理者管理運営事業評価シート

No．１

公の施設の名称 赤穂市民総合体育館及び赤穂城南緑地運動施設等

所在地 兵庫県赤穂市加里屋1278番地

選定方法 公　 募　 評価実施年 指定期間　　　　５年のうち　　５年目

施設設置目的 レクリエーション及び環境の保全、市民の良好な生活づくり、健康・福祉の増進等

指定管理者
団体名

赤穂スポーツパークパートナーズ
代表企業/コナミスポーツ株式会社

指定期間
開始日 平成　２９年　　４月　　１日

所在地 東京都品川区東品川4-10-1 終了日 令和　　４年　　３月　３１日

主な実施事業
一般及び団体への施設貸出に伴う、使用許可・使用料徴収、各種スポーツ教室運営に
伴う、告知、参加料徴収、指導業務、また、施設管理における体育館、公園内運動施
設、公園内植栽管理等の維持管理業務

成果指標 単位 目標 H２９実績 目標 H３０実績 目標 Ｒ１実績

233,186

運動施設利用者数 人 70,719 66,590 71,426 56,854 72,140 63,539

体育館利用者数 人 325,879 302,279 329,137 226,067

ｃ
スイミングスクール会員数

人 13,365 14,037 13,498

5,421 6,156

332,428

13,402 13,632 12,026
スイミングスクール参加者数 50,804 45,537 51,312 40,135 51,825 41,112

5,113
スポーツ教室参加者数 16,793 14,290 16,960 14,553 17,129 13,584

区　　　　分 平成２９年度決算 平成３０年度決算 令和元年度決算

ｄ
スポーツ教室会員数

人 6,036 5,305 6,096

収入計 161,408,087 158,626,344 156,915,820

835 908 726
トレーニングジム参加者数 32,098 35,136 35,839 35,962 36,555 31,821ｅ
トレーニングジム会員数

人 857 873 890

88,065,177 84,617,357 78,327,150

その他（自主事業収入等） 2,877,100 3,366,440 6,718,138

指定管理料 61,799,000 61,799,000 62,371,213

利用料収入 8,666,810 8,843,547 9,499,319

教室等事業収入

内、人件費 65,058,826 67,059,647 69,892,039

内、再委託料 36,385,897 35,742,402 35,239,662

支出計 161,408,087 158,626,344 156,915,820

事業費 159,448,587 157,121,624 154,418,418

自主事業費 1,959,500 1,504,720 2,497,402

事業収入 Ａ-Ｂ 0 0 0

利用料比率 Ｃ/Ａ 5.4 5.6 6.1

人件費率 Ｄ/Ｂ 40.3 42.3 44.5

補足説明
平成29年度から令和元年度（平成31年度）9月までの金額については、消費税率
8%、令和元年度10月以降は10%として計算しております。

再委託費比率 Ｅ/Ｂ 22.5 22.5 22.5

・支出欄「Ｄ・Ｅ」は代表的な内訳を取り上げているため合計額とはならない。
・事業費は、該当年度及び過年度決算を記入する。また、右欄には、次年度予算を記載する。



１　評価対象施設

２　利用状況（目標と実績）
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令和３年度　指定管理者管理運営事業評価シート

No．２

公の施設の名称 赤穂市民総合体育館及び赤穂城南緑地運動施設等

終了日 令和　　４年　　３月　３１日

選定方法 公　 募　 評価実施年 指定期間　　　　５年のうち　　５年目

所在地 兵庫県赤穂市加里屋1278番地

指定管理者
団体名

赤穂スポーツパークパートナーズ
代表企業/コナミスポーツ株式会社

指定期間
開始日 平成　２９年　　４月　　１日

所在地 東京都品川区東品川4-10-1

施設設置目的 レクリエーション及び環境の保全、市民の良好な生活づくり、健康・福祉の増進等

主な実施事業
一般及び団体への施設貸出に伴う、使用許可・使用料徴収、各種スポーツ教室運営に
伴う、告知、参加料徴収、指導業務、また、施設管理における体育館、公園内運動施
設、公園内植栽管理等の維持管理業務

成果指標 単位 目標 Ｒ２実績 目標 Ｒ３実績

体育館利用者数 人 335,752 125,472 339,109 148,478

ｃ
スイミングスクール会員数

人 13,768 11,096 13,905 10,568

運動施設利用者数 人 72,861 23,136 73,589 27,356

スイミングスクール参加者数 52,343 37,428 52,866 51,741

ｅ
トレーニングジム会員数

人 881 288 890

4,074
スポーツ教室参加者数 17,300 10,093 17,473 13,083ｄ
スポーツ教室会員数

人 6,217 4,378 6,279

360
トレーニングジム参加者数 33,069 24,325 33,399 26,195

教室等事業収入

区　　　　分 令和２年度決算 令和３年度決算

収入計 153,075,247 159,588,765

指定管理者事業継続協力金 11,000,000 19,040,000

支出計 153,075,247 159,588,765

66,522,340 64,773,280

その他（自主事業収入等 6,060,566 5,470,124

指定管理料 62,943,426 62,943,426

利用料収入 6,548,915 7,361,935

内、再委託料 51,324,737 53,580,510

自主事業費 2,088,368 2,445,075

事業費 153,075,247 159,588,765

内、人件費 64,233,945 65,793,254

事業収入 Ａ-Ｂ 0

利用料比率 Ｃ/Ａ 4.3 4.6

0

・支出欄「事業費」は代表的な内訳を取り上げているため合計額とはならない。
・事業費は、該当年度及び過年度決算を記入する。また、右欄には、次年度予算を記載する。

補足説明
令和2年度以降の金額については、消費税率10%として計算しております。

人件費率 Ｄ/Ｂ 42.0 41.2

再委託費比率 Ｅ/Ｂ 33.5 33.6



４　事業評価

評価区分 評価項目 自己評価 所管評価

A

第三者への委託
外部委託の内容は、事前に市の承認を受けており適切である。 A B

外部委託業者に対して協定書等を遵守しているか。 A B

①
サ
ー

ビ
ス
の
履
行

人員体制

事業計画に即し、人員を過不足なく配置している。 A B

必要な資格、経験を有する人員が確保されている。 A A

事業計画に即し、計画的に研修等を実施している。 A

A

情報公開
情報公開に関する法令や条例に準拠した運用がなされているか。 A A

協定書等に従い、情報を適切に管理し、公表している。 A A

法令遵守等 法令、条例等に基づき、必要な点検、報告等を行っている。 A A

個人情報保護
個人情報保護に関する法令を遵守しているか。 A A

個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じているか。 A

連絡調整
協定書等に従い、各種報告書を市に提出している。 B B

市、体育協会、関係団体等との連絡調整を適切に行い、情報の共有が図れている。 A B

管理記録
業務日誌等を適切に整備、保管している。 A A

点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。 A A

財務状況 指定管理者の財務状況は、業務の継続が可能な状態である。 A A

総　括 ［業務の実施体制」に関する評価　【標準18項目/本施設18項目】 A A

緊急対応

事故、災害等の緊急時の連絡体制が整備されている。 A A

緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練を行っている。 A A

緊急時又は危険予測時、直ちに措置を講じ、市に報告を行った。 A A

A A

利用者に対して設備、備品等を適切に提供している。 A A

言葉使い、態度、服装等接遇が適切である。 A A

②
サ
ー

ビ
ス
の
質

施設管理
協定書等に従い、開館日、閉館時間等を遵守している。 A A

事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じている。 A A

利用者対応

利用許可、利用料金の徴収、減免、還付等の受付業務を適切に行っている。

事業運営

事業計画に即し、必須事業を実施している。 A A

施設の目的に沿った自主事業を実施している。 A B

事業内容がサービス水準の向上に寄与している。 A A

協定書等に従い、適切に修繕を行っている。 A A

環境配慮 省エネルギー、省資源等環境への配慮がなされている。 A A

維持管理

仕様書等に従い、市民総合体育館等の維持管理を適切に行っている。 A A

仕様書等に従い、市民総合体育館等施設や設備の保守管理を行っている。 A A

備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。 B B

広報活動 事業の開催案内、ホームページの管理等を適切に行っている。 A B

苦情等対応
要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応している。 A A

要望、苦情等を整理し、遅延なく市に報告している。 A

提案事項 指定管理者の提案事項については、市と協議し、提案のとおり実施している。 A A

利用状況 利用者数、稼働率等は、目標に対し妥当な水準である。 B B

A

事業評価
利用者アンケート調査を実施し、その結果を利用者等に公表している。 B B

利用者の利便性向上を図るため、自己評価を実施し、利用者等に公表している。 B B

総　括 「業務の内容・水準」に関する評価　【標準20項目/本施設20項目】 A A

③
安
定
性

経理事務 専用の口座等を備え適切に経理事務を行っている。 A A

予算執行

収支状況 収支予算書と比較して、収支状況は妥当である。 B B

総　括 「経費の収支等」に関する評価　【標準4項目/本施設4項目】 B B

収支予算書の範囲内で適正に予算を執行している。 B B

経費縮減 経費が縮減され、又は縮減に向けた努力を行っている。 A A



※評価基準

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

自己評価・所管評価 優良 基協定書、仕様書、事業計画書等を遵守し、要求水準より優れている。

良好 協定書等を遵守し、要求水準を概ね満たしている。

要改善 協定書等に定める要求水準を下まわっており、改善が必要と認められる。

所見
（成果、課題等）

【自己評価】

今年度も、新型コロナウィルスの感染拡大に伴う施設の休館、営業の時短、教室の休講
や大会の自粛など厳しい運営でしたが、利用者からは、感染防止の対策や実行に関して
高い評価も頂いており感染拡大終息後からの利用者増になるよう感染防止対策の徹底
を継続し安心安全な施設運営を広くアピールして参りました。結果、利用者は前年比
115.4%と大幅な利用者増となりました。健康トレーニング推進事業のスイミングスクール、
スポーツ教室に関しましても、参加者数をなんとか前年比1割減で留め施設利用者数と
同様で、新型コロナウィルスの感染拡大に伴い教室の閉講や実施スケジュール変更とマ
イナス要因が多い中で、参加者増となりました。次に、今年度も当グループが提案してき
た市内各所団体及び市民との連携があります。今年度も、新たな地域及び他団体との
連携も増やすことができ、市政事業も含めたさらなる協力や他の団体と連携を軸にした
施設づくり、運営をし、施設活性に寄与することに努めて参りました。施設維持管理にも
注力は維持しており定期点検、整備の履行、施設備品、グラウンドの整備、故障箇所の
素早い対応、安全管理の徹底が出来ました。厳しい運営が続く中でしたが、市民の健康
とスポーツを機軸としたスポーツ先進都市の実現にグループとして寄与出来たと思いま
す。

【所管評価】

コロナ禍の影響により教室参加者等が伸び悩む中、可能な範囲内で利用者の回復に取
り組まれたと考えている。
緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の発令に基づく休館、営業時間短縮への要請
にも速やかに対応し、利用者への周知にもご協力いただくなど感染拡大防止にも積極的
に取り組んでいただいた。
また、休業、時短に伴う収入減少に対しても、独自に県交付金の活用を図るなど、経営
の安定化にも努力された。

前年評価 B 総合評価 A

総合評価 優良 自己評価、所管評価の「総括」にCが含まれず、かつAが過半数以上ある。

良好 優良、要改善以外の評価

要改善 自己評価、所管評価の「総括」にCが２つ以上含まれる。

総　　　　括 優良 評価基準項目が全てB以上であり、かつAが過半数である。

良好 優良、要改善以外の評価

要改善 評価基準にCが1割以上含まれる。


